
1  課題を抱える業務の内容

3こんな技術を求めています︕

松１ 地下埋設物の埋設位置の可視化

2課題の詳細

求める技術︓⑤

掘削工事を行う場合は、竣工図をもとに埋設位置を推定していますが、工事中に竣工図に記載さ

れていない地下埋設物が見つかり、水道管の布設に支障をきたす場合があります。また、詳細な埋

設位置の確認が必要な場合は、試掘を行うため余計な手間と費用がかかっている状況です。

地下埋設物が工事の支障となる場合には、支障物移設工事の実施や水道管迂回に伴う管材料の追

加により工事費が増加することがあります。また、移設方法や迂回ルートを検討するために時間を

要し、工期の延期を余儀なくされることもあります。このため、掘削せずに事前に地下埋設物の位

置を把握できる技術があれば、工期の短縮や設計変更等の削減につながります。

 地下埋設物の埋設位置を正確に可視化する技術
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